
　　　　

   　教育目標「考える子　思いやりのある子　たくましい子」 

  せんだんの木  

伊勢崎市立茂呂小学校　学校だより No.７　令和７年７月18日　
 

１学期の終業式　～がんばりを振り返り、認め、励まし、さらなる成長を！～ 

　本日で１学期が終わります。「自分たちの学校は、自分たちでよりよくする」「自分からチ
ャレンジ　みんなでチャレンジ」「ありがとうが言える人になろう」の合い言葉のもと、子ど
もたちが活躍する姿をたくさん見ることができました。一つ一つの学習活動をとおして成長し
たことの多い、実りのある１学期だったように感じています。本校の教育活動へのご理解とご
協力をいただきました保護者の皆様に感謝するとともに、様々なことにチャレンジしてきた子
どもたちを嬉しく思います。ありがとうございました。 

　本日、お子さんが通知表を持ってご家庭に帰ります。なかには課題
もあるかもしれませんが、ぜひ、ご家庭でお子さんの１学期のがんば
りを振り返り、認め、励ますことで、通知表をお子さんの成長のきっ
かけにしてほしいと思います。 

　明日から４４日間の夏休みが始まります。有意義な夏休みとなりま
すよう願っています。そして、２学期始業式には、さらに成長した子
どもたちの元気な姿に会えることを楽しみにしています。 

 

夏休み中の交通事故防止に向けて 

　夏休みを迎えるにあたり、交通事故防止に向けて子どもたちには学級指導等を行いましたが、
お子さんの大切な命を守るために、次の点について改めてご家庭での指導をお願いします。 

◆ご家庭で、お子さんへ指導していただきたいこと 

 

　①交差点やＴ字路では、「止まる・見る・確かめる」を確実に行う。 
　②道路の横断は、横断歩道または信号のある交差点で行う。 

　③｢大丈夫だろう｣ではなく､｢危険があるかもしれない｣と予測する。 
　　※水難事故防止として、子どもだけで河川等に近づかない。

 

長期休業中の電話対応時間 

　夏休み中の電話対応は、職員の勤務時間と同じで、８時15分から16時45分
までです。この時間帯以外は、留守番電話設定（録音機能なし）になります。
ご理解とご協力をお願いします。 

 

閉庁期間中(８月12日～15日　土日祝日を除く)の連絡 

　６月１１日にテトルにて通知を配信しましたとおり、伊勢崎市の小中学
校の夏休み中には閉庁期間があります。この期間は、平日であっても学校
に職員が不在となります。事故等は警察や消防にご連絡ください。また、
緊急時は伊勢崎市教育委員会学校教育課（0270-27-2789）に電話連絡
をお願いします。 

 

2学期の始業式 

　日　時：　令和７年９月１日（月）　 

　　　　　　８：２０までに登校（給食・掃除あり）、１３：３０下校 

　持ち物：　各学年・学級から連絡のあった持ち物　　　　　　　　　　↓　次のページへ 



第１回学校評議員会 

　６月２６日（木）に、今年度１回目の学校評議員会を開催しま
した。本校の評議員の皆様にお越しいただき、授業の様子を観て
いただいたり、学校の取組を説明させていただいたりしました。
その後、評議員の皆様から、プールでの熱中症対策やあいさつな
どについて、貴重なご意見をいただきました。 

　評議員の皆様、お忙しい中ありがとうございました。 

 

救命救急講習（６年） 

　７月１日（火）に、６年生が外部講師による救命救急講習を受
けました。講師の先生から「みなさんにしか救えない命がある」
という言葉掛けで講習がスタートしました。胸骨圧迫やAEDにつ
いて学び、一人一人、簡易なAEDの訓練用具を使って胸骨圧迫等
の練習をしました。６年生の子どもたちはとても真剣でした。救
命救急を学ぶことによって、命を守る大切さも感じ取ってくれた
と思います。 

 

歯科衛生士による歯みがき指導（３年） 

　７月２日（水）に、３年生が歯科衛生士の方々による歯みがき
指導を受けました。 

　虫歯や歯肉炎などのお話しを聞き、歯みがきの大切さを教えて
もらいました。その後、実際に歯ブラシを使って鏡をみながら歯
みがきの練習をしました。きちんとした歯みがきは大人でも意外
に難しいものです。歯の健康を保つための基本ですので、習慣化
を図れるよう、ご家庭でもご指導をよろしくお願いいたします。 

 

着衣泳（5、6年） 

　７月１６日（水）に、５年生と６年生が着衣泳の指導を受けました。水難学会群馬指導委員
の方々を講師にお迎えして、ご指導いただきました。当日は雨が心配されたこともあり予定を
少し早めて行いました。講師の方から水難事故の話があり、溺れ
ている人がいたら直接助けに行くのではなく浮く物を渡すことで
安全に助けられることや、水で遊ぶ際はライフジャケットをつけ
てほしいこと、などの話がありました。いざという時に、浮いて
救助を待つことは、とても大切なスキルであることを教えていた
だきました。ライフジャケットを初めて着用する児童も多かった
のですが、身体の力を抜いて上手に浮くことができていました。 

 

 

 

「ステ活」へのご協力ありがとうございました 

　本校JRC委員会とＰＴＡ、地元のリサイクル業者様の協働によるリサ
イクルの取組、「ステ活」が７月１日（火）から本日１８日（金）まで行
われました。 

　「ステ活」は捨てる前の活動として、ステンレスやアルミなど不要と
なった金属資源を回収し、得られた収益を寄付する取組です。児童玄関
にリサイクル業者様に用意していただいたドラム缶に、児童が家庭から
持ってきた金属資源を、登校時に入れてもらいました。 

　このあとの予定は、ご家庭よりご協力いただいた金属資源を、リサイ
クル業者に渡し、得られたお金を児童が考えた先へ寄付することになり
ます。ご協力をありがとうございました。


